
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師   長谷川
は せ が わ

 修一
しゅういち

 氏（香川大学特任教授・名誉教授） 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m 
学びの場として開発が行われた五色台。 

自然の中で、一緒に考えてみませんか。 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

〒７６１-８００１ 高松市亀水町１４１２-２（五色台山上） 

TEL ０８７-８８１-４７０７ FAX ０８７-８８１-４７８４  

https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekish

i/ 

重要文化財指定記念事業 

 「五色台の開発」 10：00-11：30 「四国遍路と五色台」 10：00-11：30 

２０２５ 

５/２４ 
（土） 

講師 松岡 明子 （瀬戸内海歴史民俗資料館館長） 

山深い地だった五色台は、昭和３９年（1964）の五

色台スカイライン開通を契機とする開発によって人々

が訪れる場所となり、瀬戸内海を見渡す新たな展望も

生み出しました。１９６０-７０年代の五色台開発の状

況などについての講座の後、浅田孝設計の研修棟な

ど五色台少年自然センターの施設を見学します。 

毎回、講座（約１時間）と現地見学（約３０分）を実施。 

 

２０２５ 

５/１０ 
（土） 

講師 上野 進 氏 （徳島文理大学教授） 

五色台にある白峯寺と根香寺は、古代の山岳寺
院から繁栄した中世寺院へ、さらに近世には札所寺
院として信仰を集めます。その歴史を紐解きながら、
これらの寺院や周辺地域が四国遍路の確立・展開と
どのように関わったのか、お話をうかがいます。講座
後は重要文化財建造物が建つ境内を見学。 

 【講師紹介】 専門は日本中世史。県立ミュージアム学芸員などを経て現
職。地方顕密寺院の動向や四国遍路の歴史などについて研究を行い、五色
台にある札所寺院、白峯寺と根香寺の調査にも携わる。 

定   員  各回４０名 （要事前申込・先着順） 

申込期間  第１回 4/1（火）～、第２回 4/15（火）～ 定員になり次第終了 

申込方法  電話、または「香川県電子申請・届出システムでお申し 

込みください。 

        ＊お申し込みの際は、行事名と氏名、電話番号をお知らせください。 

インターネットからのお申し込みは、瀬戸内海歴史民俗資料館 

ホームページ右下の「関連リンク」から「香川県電子申請・届出 

システムのページへ」をクリックしてください。 

撮影：宮脇慎太郎 

【今後の予定】 

第３回 ６/７（土） 「五色台周辺の民俗」  

田井静明（当館専門職員） 

場所： 瀬戸内海歴史民俗資料館 定員３０名 

第４回 ７/５（土） 「養蜂から五色台を考える」             

田中 祐 氏（中田養蜂場代表取締役社長） 

場所： 五色台ビジターセンター 定員４０名 

＊申込期間：第３回 4/29（火・祝）から、第４回 5/27（火）から 

 第１回   第２回  

瀬戸内海歴史民俗資料館は    

なぜ五色台に建てられたのか。 

１９６０-７０年代に開発が行われた五色台とは  

 どのような場所なのか。 

視点を変えながら五色台について考える全４回の連続セミナー。 

毎回異なる会場で、講座と現地見学を行います。 

 

会場 五色台少年自然センター 研修棟 会場 白峯寺 客殿 

 （香川県高松市生島町４２３）  （香川県坂出市青海町２６３５） 

ナマリ（当館蔵） 

◎JR 高松駅から車で約 25 分・JR 坂
出駅から車で約 30 分 

◎徳島方面から…高松自動車道檀紙

IC より車で約 30 分  
◎岡山方面から…瀬戸中央自動車坂
出北 IC より車で約 30 分 ◎愛媛・高
知方面から…高松自動車道坂出 ICよ
り車で約 35 分 ＊いずれも県道高松
王越坂出線の大崎ノ鼻経由  
◎駐車場：普通車 30 台、大型バス可 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m 

協力：五色台少年自然センター、五色台ビジターセンター、白峯寺、中田養蜂場、五色台活性化の会 

白峯寺 

瀬戸内海歴史民俗資料館 

五色台少年 
自然センター 


